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◆メッセージ 

 お父さん
  とう

とお母さん
  かあ

が結婚
けっこん

した時
とき

の話
はなし

を聞
き

いたことがありますか。お父さん
  とう

とお母さん
  かあ

に話
はな

してもらいましょう。この結婚
けっこん

によって、今
いま

の皆
みな

さんが存在
そんざい

するようになったわけで

すから、お父
とう

さんとお母
かあ

さんが結婚
けっこん

したことに感謝
かんしゃ

しましょう。 

アブラハムさんは、息子
む す こ

イサクさんの結婚
けっこん

のことを祈
いの

っていました。イサクさんの妻
つま

と

なるものの条件
じょうけん

は、信仰
しんこう

が全然
ぜんぜん

違
ちが

うカナン人
じん

の娘
むすめ

ではなく、信仰
しんこう

が似
に

ている親族
しんぞく

の娘
むすめ

の中
なか

から選
えら

ぶことでした。結婚
けっこん

は二人
ふ た り

が一つになることです。結婚
けっこん

相手
あ い て

の影響
えいきょう

は大
おお

きいもので

す。ですから、結婚
けっこん

相手
あ い て

を選
えら

ぶときに、一番先
いちばんさき

に確認
かくにん

すべきことは、同
おな

じ信仰
しんこう

を持
も

ってい

るかどうかなのです。金
かね

持
も

ちなのか、美
び

人
じん

なのかではなくて、自分
じ ぶ ん

と同
おな

じ神
かみ

を信
しん

じている者
もの

を選
えら

ぶときに祝福
しゅくふく

される結婚
けっこん

となります。アブラハムさんは、しもべをカランの地
ち

に遣
つか

わ

して、イサクさんのお嫁
よめ

さんを連
つ

れてくるよう

にと言
い

いました。でも、たくさんいる女
おんな

の人
ひと

の

中
なか

で、どの人
ひと

？しもべは祈
いの

りました。「『らくだ

にも水
みず

を飲
の

ませましょう。』と声
こえ

をかけてくれる

娘
むすめ

さんに会
あ

わせてください。その人
ひと

こそイサク

さんにふさわしい優
やさ

しいお嫁
よめ

さんになるでしょ

う」。出会
で あ

いも、神
かみ

さまのみ手の中
なか

にありますね。 

すると、そこに一人
ひ と り

の女性
じょせい

が来
き

て声
こえ

をかけま

した。それが、リベカさん。なんと、アブラハムさんの親
しん

せきでした。アブラハムさんの

しもべは、リベカさんの家
いえ

に案内
あんない

してもらい、早速
さっそく

、旅
たび

の理由
り ゆ う

、神
かみ

さまの導
みちび

きを説明
せつめい

しま

した。その話
はなし

を聞
き

いて、リベカさんは、神
かみ

さまの導
みちび

きに従
したが

ってイサクさんと結婚
けっこん

する決心
けっしん

をしました。まだ一度
い ち ど

も会
あ

ったことがなくても、神
かみ

さまが導
みちび

いてくださっているのですか

ら、安心
あんしん

です。こうして、イサクさんとリベカさんは結婚
けっこん

しました。 

皆
みな

さんもいつか結婚
けっこん

するでしょう。今
いま

から、楽
たの

しみに祈
いの

りましょう。祈
いの

りは具体的
ぐ た い て き

に。神
かみ

さまは父
ちち

なる神
かみ

ですから、子
こ

どもである私
わたし

たちの祈
いの

りを必
かなら

ず聞
き

いてくださいます。神
かみ

に

祝福
しゅくふく

される結婚
けっこん

生活
せいかつ

を送
おく

るためにも、神
かみ

が喜
よろこ

ぶ結婚
けっこん

を祈
いの

りましょう。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、両親
りょうしん

の結婚
けっこん

を感謝
かんしゃ

します。私も神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる結婚
けっこん

をすることができます

ように。」                 （小湊キリスト福音教会牧師 張賢國） 

“言
い

った。「私の主人
しゅじん

アブラハムの神
かみ

、【主
しゅ

】がほめたたえられますように。主
しゅ

は私の主人
しゅじん

に対
たい

する恵
めぐ

みとまこととをお捨
す

てにならなかった。【主
しゅ

】はこの私をも途中
とちゅう

つつがなく、

私の主人
しゅじん

の兄弟
きょうだい

の家
いえ

に導
みちび

かれた。」”創世記
そうせいき

２４章
しょう

２７節
せつ

  


